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施設園芸におけるデジタル技術を活用した栽培環境の最適化により生産者の収量向上を図る。

事業の目的

⑴ 事業内容
① データ駆動型施設園芸推進事業

令和４年に収集したデータ共有基盤に蓄積するハウス内環境データ等の維持・増大
② データ共有基盤活用実証事業

・データ共有基盤と連結する環境測定機器や測定項目の拡充に向けた実証
・ＡＩ分析などデータ共有基盤の機能拡充 等

⑵ 事業の仕組み

①②県 民間企業等

⑶ 成果指標
プロジェクト参加農家の反収
現状（令和４年）きゅうり １８ｔ／１０ａ → 令和７年 ２５ｔ／１０ａ

ピーマン １１ｔ／１０ａ → 令和７年 １８ｔ／１０ａ

事業の概要

委託

みやざきデジタル施設園芸産地構築事業



① データ駆動型施設園芸推進事業

・データ共有基盤の維持や生産者の増加に
伴うハウス内環境データ等の増大
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② データ共有基盤活用実証事業

・データ共有基盤に追加する各種データとの連係実証
環境データ（かん水量、画像 等）、環境測定機器

・生産者に提供する画面の開発・拡張
・蓄積データのＡＩ分析

【環境測定機器】（イメージ）

収量ＵＰ！

データ共有基盤
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